
『 ぼくのジィちゃん 』 

くすのきしげのり／作  吉田尚令／絵  佼成出版社 

ぼくのジィちゃんが、リレ

ーにでることになりました。  

ビリだとおもっていたジィち

ゃんが、だいかつやく！ 

『 にしきのなかの馬  』 

やえがしなおこ／作 つかさおさむ／絵  童心社 

 むかし、あやというむすめが、

はなればなれになってしまった大

切な馬を、さがしにでかけました。

すると、ゆめに馬がでてきて･･･。 

『 マララとイクバル 

パキスタンのゆうかんな子どもたち 』  

ジャネット・ウィンター／作  道傳愛子／訳 岩崎書店 

がっこうでべんきょうするけ

んりをまもるため、いけんをは

っぴょうしたマララ。しかし、

それはきけんなことでした。 
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澤野 秋文／作・絵 講談社 

ぎん 

 ★＝ １・２年 

  ★★＝ ３・４年 

★★★＝ ５・６年 

まるに、あ 

『 ドングリ・ドングラ 』 

コマヤスカン／作 くもん出版 

とおくのしまで、山から火が

ふきだしました。ドングリたち

は、そのきけんなしまへむかっ

て、ぼうけんのたびにでます。 

『 ネコのナペレオン・ファミリー 』 

木坂涼／文 はたこうしろう／絵  福音館書店 

 

ナペレオン氏の３びきの子ど

もたちは、いたずらばかり。と

うとう、ネコの学校
がっこう

をおいださ

れでしまいました。 

『 りゆうがあります 』  

ヨシタケシンスケ／作・絵 ＰＨＰ研究所 

ぼくが、ハナをほじってしまう

のには、りゆうがあるんだ。ハナ

のおくには「ウキウキビーム」の

スイッチがあるんだよ！ 



『 妖怪
ようかい

いじわるひょうしき 』★ 

 土屋富士夫／作・絵 ＰＨＰ研究所 

 ひでくんが、かえり道
みち

をいそい

でいると、とつぜん、ひょうしき

がはなしかけてきました。「近道
ちかみち

していきなよ。」というのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読みたい本、さがしている本は窓口
まどぐち

で聞いてね！としょかんのホームページも見てください。 
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『 リリコは眠
ねむ

れない 』 ★★★ 

 高楼方子／作 松岡潤／絵 あかね書房 

眠れない夜、リリコがおきにい

りの絵を見つめていると、絵の中

の少女が動きだします。気がつく

と、リリコは絵の中にいました。 

『 むこうがわの友だち 』 ★★★ 

小浜ユリ／作 柴田純与／絵 ポプラ社 

６年１組には、いたずら好きの

女の子「学級わらし」がいます。

その姿
すがた

はだれにも見えないけれ

ど、たしかに教室にいるのです。 

     

「わくわく本だな７・８月号」は、

お休みします。つぎの「わくわく本だ

な」は、９月にでるよていです。 

おたのしみに･･･！ 

『 アレハンドロの大旅行
だいりょこう

 』 ★ 

きたむらえり／さく・え 福音館書店 

なにもおしゃべりしない、イノ

シシのアレハンドロ。しんぱいし

たかぞくは、とおくのおかまで、

たびをさせることにします。 

『 アドベンチャーワールド  

パンダをふやせ！ 』（ちしきの本）  

深光富士男／文 佼成出版社 

和歌山県
わ か や ま け ん

にあるアドベンチャ

ーワールドでは、多くのパンダが

生まれています。パンダをふやす

には、ひみつがありました。 

『 だいじょうぶカバくん 』 ★★ 

  ダニエル・ネスケンス／作 ルシアーノ・ロサノ／絵 

宇野和美／訳 講談社 

        動物
どうぶつ

園
えん

から、アフリカへもどろ

うとカバがだっそうしました。け

れども、帰り道がわかりません。

どうしたらいいのでしょう？ 

『 かぐや姫
ひめ

のおとうと 』 ★★★ 

 広瀬寿子／作 丹地陽子／絵 国土社 

 想
そう

は、竹林
たけばやし

で「いささ丸」と

いうふしぎな少年と出会う。千二

百年前から、生まれかわりをくり

かえしてきたというのだ。 

『 ぼくはフクロウを飼
か

っている 』 

（ちしきの本） 

下田智美／作 偕成社 

フクロウを飼いたいと思ったコ

ウタ。おかあさんのすすめで、ま

ずはフクロウがどんな鳥なのか、

しらべることにしました。 


